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2025 年９月 20 日 

青山学院大学剣友会事務局 

 

2025 年度 第 1 回 幹事会議事録 

 

１．日時：2025 年 9 月 20 日（土）20 時～21 時 

２．場所：オンライン  

３．出席者：計 14 名 

出席者：毛利会長、渡邉幹事長、中島副幹事長、山内副事務局長、風間幹事、菊地幹事、都幹事、 

須田幹事、千釜幹事、吉山幹事、千葉幹事、岸幹事、根本幹事、平吹監督（オブザーブ） 

欠席者：古屋敷副会長、鎌田事務局長、嶝会計、河上監査、吉岡幹事、及川幹事、大野幹事、伊東幹事、 

久保田幹事、安達幹事、和泉田幹事、伊藤幹事、市川幹事、白畑幹事、山田幹事 

 

４．共有事項 

（１）本日 9/20（土）第 51 回関東女子学生剣道優勝大会（団体）に於いて、ベスト 16 まで勝ち残り、11/8

（土）第 44 回全日本女子学生剣道優勝大会への出場権を獲得した。（11 年ぶりの全日本出場） 

 

５．議案 

（１） 今年度オール青山剣道祭について 

元々例年同様に 12/7（日）に開催の学連剣友剣道大会の前日 12/6（土）に開催を計画していたが、関東女子

学生剣道新人大会が 12/6（土）（於：東洋大赤羽台キャンパス）にて開催されることが判明した為、開催不可と

なった。第 3 回執行部会（9/17）にて今後の対応について議論を行い、平吹監督・現役幹部の都合・意向も確認の

上、以下の案について幹事会に諮った。 

【案】 

① 12/6（土）、従来のオール青山剣道祭第 2 部懇親会（於：青学会館）は予定通り開催し、現役慰労会、 

OBOG との懇親会、翌 12/7 学連剣友大会決起集会の位置付けとする。会場は 17 時より仮予約済。  

② 従来の第 1 部は、OBOG 稽古会の日（土）に OBOG を招集し、OBOG 対現役対抗戦・合同稽古を実施す

る。  

③ 9/20（土）第 1 回幹事会にて承認され次第、剣友会員への周知案内を郵送にて行う。その際、開催案内・会費

振込票（ゆうちょ）・返信ハガキ・会費振込済会員向けお礼状、もしくは未納入者 への催促状を封入する。（従

来通り）  

④ 上期活動報告も封入する。 

 

【意見】 

・12/6（土）に全日本出場や新人戦の慰労会として懇親会を実施する案は、会場のキャンセルは出来ないところから

の理由か？12/13(土)に集まりやすいのであれば、ここで OB 稽古会として開催するのはよいと思う。会員の方へのア
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ナウンスをどうするか？日程の関係で 12/13（土）にするか？従来の第 1 部を無理して開催する必要はない。会場

の確保ができるかも確認が必要。 

・12/13（土）に懇親会を行う場合、会場確認は可能。年末なので空きがあるかどうか？剣友会としても既に春先に

場所を仮予約していたことと、前年度青学会館で開催していないこともあり、青学会館としても青学会館で開催しても

らいたいとの意向もある。 

・第１部は、OB の方が集まるかどうか懸念するところ。顔を出せるという方があまりいないように感じる。OB 稽古会に試

合があるからと頼んでもどうか、懸念がある。 

・学生は本来オフに入る時期とか大丈夫か？ 

・12/13（土）に人が集まるか、気になるところ。 

・やるなら、12/13（土）に集まる様、重点的に声掛けする必要がある。 

・普段の OB 稽古会では、声掛けしても、顔を出せる人がそこまで多くないので、どれだけの人数が集まるのか、かなり疑

問に思う。 

・そもそも 12/6（土）の試合（関東女子新人戦）終了後に従来型で第Ⅰ部第Ⅱ部をやるのは、難しいか？ 

・12/6（土）は、関東女子新人会、夕方まで学生は閉会式まででないといけない状況なので無理。 

・例年は基督教大会（オールミッション）が 12 月にあり、終了後にオフになるが、今年は基督教大会が早まっているの

で、関東女子学生剣道新人大会が終わってのオフになる。オフ突入が 12 月の初旬か中旬になるか。 

・学生のスケジュール確保が大丈夫かは気になるところ。 

・１週間、２週間のずれであれば、時期的には大丈夫だと思う。 

・12/13（土）に第１部（OB 稽古会・対抗試合）を行うとしたら、中等部・高等部の方が参加出来るかは確認要。 

・12/6（土）、従来のオール青山剣道祭第 2 部懇親会（於：青学会館）は予定通り開催し、現役慰労会、 

OBOG との懇親会、翌 12/7 学連剣友大会決起集会の位置付け、がよいと思う。現在、学生もそのような機会がな

いので、そのように感じる。 

・12/13（土）ですが、OBOG の方に来ていただいて試合をしたいかを学生の方にも確認してみる。 

・学連剣友大会は、メンバーは決まっているのか？出場希望の方がいる。➡調整中。 

 

【決定事項】 

① 原案通り、今年度のオール青山剣道祭は第Ⅱ部（懇親会）のみ 12/6（土）夕刻開催する。 

② 従来の第Ⅰ部（OBOG 対現役対抗戦・合同稽古）については、オール青山剣道祭とは切り離し、12/13

（土）に『OB 稽古会』をやり、その場で実施出来る人数が集まれるかどうかをヒアリング確認することとする。一旦、

オール青山剣道祭は第Ⅱ部のみとする。 

 

（２）その他  

① 会費納入状況を含む収支報告 

  収入：117 万円（118 名）、予算 170 万円 支出：下期に大きく使わなければトントンの見通し。 

・予算上、会費収入はあと 50 人ほど追加で集めたいところ。 

・昨年実績 143 名。 

・上期の支出における特記としては、予算未計上だが師範防具購入代など。 
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② 会費取り扱いルール（夫婦会員・兄弟会員・年齢上限等の割引措置） 

  過去、内規の様な扱いもされたことがある様だが、会則に記載する必要はない、という意見で一致した。 

 

【意見】 

・出席者の全会一致にて、承認された。 

・一切会則にはなくて、個人ベースという理解。一定のタイミングでアナウンスするときに個人ごとに依頼をするということ。 

 

③ 青山学院同窓祭への参画 

9/23（祝）に開催される青山学院同窓祭に体育会 OBOG 連合会として参加・出店するが、剣友会としても参画 

し、アピールを行う。実施内容は、120 周年手拭い販売（10 枚のみ）、剣道紹介映像の放映、当日剣道部練習

見学。何れは、高校生等入部希望者へのアピールとしたい。（当日は毛利会長・渡邉幹事長にて対応） 

 

【意見】 

出席者の全会一致にて、了承された。 

 

④ 剣友会活動啓蒙周知 

オール青山剣道祭の案内とともに活動報告を 1 枚封入する。地方でのイベント活動（中四国、九州等）も掲載

する。HP は鎌田事務局長、山内副事務局長で引継ぎ、幹事会、総会の情報も Up する。 

 

【意見】 

出席者の全会一致にて、了承された。 

 

⑤ 高等部指導体制サポート 

指導者不在の高等部剣道部サポートについては、現役の学生（高等部の OB）の方が行かれているとの情報もあ

り。事実確認の上、必要なアクションをとることとする。 

 

【意見】 

高等部 OB の 2 年生晝間（ひるま）さんが現在は高等部剣道部サポートに行っているとのこと。 

 

⑥ 今後の学連役員派遣方法 

  剣友会から人選や正式な推薦等なしで金成先輩が労をとられており、剣友会として会則に規定し諮るべきとの内

容。 次回総会にて会則改定（「他団体への派遣」項目の追加）を行うこととしたい。 

   

【意見】 

・学連の方とも連携をして、他の大学のルールはどうなっているのかを確認の上、整理していく必要があると考える。 

・毛利会長に知り合いもいるので聞いていただくようにする。 
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・少しここはみていく必要ありと考えている。 

・提案内容に異議なく、全会一致で承認された。総会に向け、会則に加える検討を行う。 

 

⑦ 高校生向けイベント検討 

スポーツ推薦入学にて入部する部員が極めて困難な状況下、かねてより他大学で行われている高校練成会（大

会）の様なイベントを開催したいとの意向がある。高校生の志望のきっかけにも繋がることから、相模原キャンパスなどで

開催出来れば良い。大会や団体戦を想定すると、調整・準備が大変で時間も要することが想定される為、個人戦単

位の錬成会とかであれば比較的容易ではないか。 

 

【意見】 

会場の調整が難しいとか、場所の確保が難しいとのことを、主務小磯さんが１年くらい前に確認している。 

継続検討課題とする。 

 

⑧ 小規模大会の審判謝礼金補助 

小さな大会で、審判派遣要請が来る場合、謝礼金が少額（3 千円程度）で中々選出が困難な状況もあり、剣

友会からのサポート（補填）が出来ないかとの相談が監督より来ており、＠5 千円～＠1 万円の範囲で、来年度予

算に計上し対応することと致したい。尚、今年度もこれに準じて対応したい。 

 

【意見】 

・お時間を割いて労をとっていただく方には必要。 

・剣友会としてどの範囲などはあるか？ 

・連絡手段がないので、鎌田先輩が知っている方を中心に周辺に声をかける形になってしまっている。 

・東都大会、キリスト教大会、明鏡杯の 3 回が今の対象で、明鏡杯は大会の事務局より 3000 円が支給されてい

る。 

・すべての大会は、青山学院大学の学生が参加する大会ということ。支払いの要件は、学生が参加することと、監督が

お願いするもの、に対して。 

・提案内容にて、全会一致で承認された。 

 

⑨ 会費納入手段 PayPay の取り扱い 

PayPay での会費納入は、これまで生方前副事務局長の口座を使っていたが、今後は校友会ホームページ会費

徴収機能に集約することになった。PayPay 利用の方は校友会ホームページ会費徴収機能を使用する様、周知案

内する。 

 

【意見】 

出席者の全会一致にて、承認された。 

 

以上 


